
所属：人権・同和教育課

国・県
支出金

地方債 その他

3.民生費 継続 同和対策総務事業 3,288 3,288 ○人権・同和行政の確立に向け、各種集会等に参加するとともに、各団体と連携を取りな
1.社会福祉費 　がら各種事業の実施及び同和問題解決のための啓発活動を行う。また、就職促進奨励
3.同和対策総務 　金の支給により常用就職の促進及び就業の安定を図る。
費 　　　・報償費　報償金 差別事象対策委員会委員（10人程度）20千円

　　　・旅費 普通旅費 研修会（鳥取市）2千円
　　　・需用費　消耗品費 事務用品3千円
　　　・負担金、補助及び交付金 負担金
　　　　　東伯郡同和対策推進協議会45千円
　　　　　中部地域改善担当指導員設置191千円
　　　　　部落解放・人権政策確立要求鳥取県実行委員会27千円
　　　・ 　　　　　　〃　　　　　　　 　補助金
　　　　　琴浦町同和対策推進協議会2,700千円
　　　・扶助費　就職促進奨励金
　　　　　新規学卒者就職促進奨励金300千円（対象者見込17人）

3.民生費 継続 東伯隣保館運営事業 7,109 3,720 22 3,367 ○福祉の向上や人権啓発のための住民交流の拠点として,専門機関や周辺地域連携を深 県3/4
1.社会福祉費 　め生活上の相談事業を始め、各種講座や文化活動等を開催し、人権・同和問題の速 （国1/2
4.隣保館運営費 　やかな解決を図る。 県1/4）

　　【行事名（開催時期）及び参加予定人数等】
　　　東伯文化センター運営審議会（年２回） 使用料
　　　同和問題懇談会（年７回）延べ200人参加予定 2千円
　　　小・中学生学習会（５～２月、各週１回）対象者小学生44人、中学生18人 参加料
　　　小・中学生生活体験学習会（７・８月、１泊２日）対象者小学生22人、中学生18人 20千円
　　　中学生学習会親子研修会（夏休み期間中）親子20人参加予定
　　　部落解放文化祭（12月）延べ1,500人参加予定
　　　各種教室活動（各年20回程度）延べ7２0人参加予定
　　　各種相談業務（随時）
　　　・報酬 非常勤職員報酬 生活相談員１人2,214千円
　　　・ 　　　臨時職員 臨時職員１人1,716千円
　　　・報償費　報償金 生活相談員活動費１人156千円
　　　・ 〃　　　　〃　　　指導者謝金等1,128千円
　　　・旅費 普通旅費 中学校３年生・小学校６年生交流会等126千円
　　　・需用費　消耗品費 文化センターだより用紙代等280千円
　　　・ 〃　　　燃料費 公用車ガソリン代等50千円
　　　・ 〃　　　食糧費 生活体験学習会食材費等135千円
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所属：人権・同和教育課

国・県
支出金

地方債 その他

　　　・ 〃　　　印刷製本費 封筒代10千円
　　　・ 〃　　　光熱水費 電気料等586千円
　　　・ 〃　　　修繕料 畳表替え等110千円
　　　・役務費　通信運搬費 電話料等70千円
　　　・ 〃　　　手数料 自動車整備代金等83千円
　　　・ 〃　　　火災保険料 本館・車庫36千円
　　　・ 〃　　　自動車保険料 自動車共済分担金等31千円
　　　・ 〃　　　保険料 生活体験学習会等14千円
　　　・委託料　委託料 火災報知機保守点検56千円
　　　・使用料及び賃借料 借上料 コピー機等169千円
　　　・備品購入費　図書 解放図書10千円
　　　・負担金、補助及び交付金 負担金
　　　　　鳥取県隣保館協議会70千円
　　　　　中部隣保館協議会5千円
　　　　　中学校３年生・小学校６年生交流会45千円
　　　・公課費　自動車重量税 9千円

継続 赤碕隣保館運営事業 7,648 3,963 24 3,661 ○福祉の向上や人権啓発のための住民交流の拠点として,専門機関や周辺地域連携を深 県3/4
　め生活上の相談事業を始め、各種講座や文化活動等を開催し、人権・同和問題の速 （国1/2
　やかな解決を図る。 県1/4）
　　【行事名（開催時期）及び参加予定人数等】
　　　赤碕文化センター運営審議会（年２回） 使用料
　　　小・中学生解放学習会（５～２月、各週１回）対象者小学生60人、中学生47人 5千円
　　　中学校１年生・小学校６年生県外研修（夏休み期間中）43人参加予定 参加料
　　　高校生友の会（年３回）対象者45人 19千円
　　　高齢者学級（月１回）150人参加予定
　　　リフレッシュ広場（年６回）60人参加予定
　　　部落解放文化祭（11月）延べ1,100人参加予定
　　　解放教育講演会（２月）50人参加予定
　　　各種教室活動（各週２回）延べ７２０人参加予定
　　　各種相談業務（随時）
　　　・報酬 非常勤職員報酬 生活相談員１人2,214千円
　　　・賃金 嘱託職員 嘱託職員１人2,143千円
　　　・ 〃　　作業員 庭木の剪定9千円
　　　・報償費　報償金 生活相談員活動費１人156千円
　　　・ 〃　　　　〃　　　指導者謝金等1,004千円
　　　・旅費 普通旅費 中学校３年生・小学校６年生交流会等67千円
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所属：人権・同和教育課

国・県
支出金

地方債 その他

　　　・需用費　消耗品費 部落解放文化祭資料代等210千円
　　　・ 〃　　　燃料費 公用車ガソリン代等120千円
　　　・ 〃　　　食糧費 部落解放文化祭食材費等83千円
　　　・ 〃　　　光熱水費 電気料等500千円
　　　・ 〃　　　修繕料 ガラス等20千円
　　　・役務費　通信運搬費 電話料等55千円
　　　・ 〃　　　手数料 浄化槽清掃等233千円
　　　・ 〃　　　火災保険料 本館（隣保館分）18千円
　　　・ 〃　　　自動車保険料 自動車共済分担金38千円
　　　・ 〃　　　保険料 中学校１年生・小学校６年生県外研修8千円
　　　・委託料　委託料
　　　　　消防用設備保守48千円
　　　　　電気設備保守141千円
　　　・使用料及び賃借料 借上料 コピー機等390千円
　　　・備品購入費　図書 解放図書10千円
　　　・負担金、補助及び交付金 負担金
　　　　　鳥取県隣保館協議会70千円
　　　　　中部隣保館協議会5千円
　　　　　中学校３年生・小学校６年生交流会97千円
　　　・公課費　自動車重量税 自動車重量税9千円

3.民生費 継続 東伯児童館運営事業 2,555 124 2,431 ○乳幼児及び児童を集団的かつ個人的に指導し、健康増進や情操を豊かにするととも 地域活動
2.児童福祉費 　に、子ども会や地域組織等の育成・助成を図るための支援活動や体験事業を実施する。 組織
3.児童館運営費 　　【行事名（開催時期）及び参加予定人数等】 (県2/3）

　　　児童館まつり（６月）３００人参加予定
　　　幼児交流会・親子ひろばびーのびーの（月１回）延べ２５０人参加予定
　　　児童館活動（たなばた祭り・ゲーム作り）延べ200人参加予定
　　　地域活動組織の育成（保護者組織「しもいせ保護者クラブ」会員数４５世帯）
　　　・賃金 臨時職員 臨時職員１人1,7１６千円
　　　・ 〃　　パート職員 パート職員１人228千円
　　　・報償費　報償金 講師謝金30千円
　　　・旅費 普通旅費 研修会（鳥取市）3千円
　　　・需用費　消耗品費 児童館まつり用紙代等120千円
　　　・ 〃　　　燃料費 ガス代等23千円
　　　・ 〃　　　食糧費 児童館まつり食材費等19千円
　　　・ 〃　　　印刷製本費 学習会終了写真代5千円
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所属：人権・同和教育課

国・県
支出金

地方債 その他

　　　・ 〃　　　光熱水費 電気料等84千円
　　　・ 〃　　　修繕料 遊具等43千円
　　　・ 〃　　　医薬材料費 医薬品2千円
　　　・役務費　通信運搬費 電話料等6千円
　　　・ 〃　　　手数料 遊具点検4千円
　　　・ 〃　　　保険料 児童安全共済31千円
　　　・備品購入費　図書 幼児・児童用図書10千円
　　　・負担金、補助及び交付金 負担金
　　　　　鳥取県児童館連絡協議会10千円
　　　　　全国児童館連絡協議会30千円
　　　　　中部地区児童館連絡協議会5千円
　　　・ 　　　　　　〃　　　　　　　 　補助金
　　　　　地域活動組織（しもいせ保護者クラブ）186千円（県2/3）

継続 赤碕児童館運営事業 3,773 126 240 3,407 ○乳幼児及び児童を集団的かつ個人的に指導し、健康増進や情操を豊かにするととも 放課後
　に、子ども会や地域組織等の育成・助成を図るための支援活動や体験事業を実施する。 児童
　　【行事名（開催時期）及び参加予定人数等】 クラブ
　　　児童館まつり（６月）200人参加予定 利用料
　　　子ども祭り（11月）200人参加予定 240千円
　　　乳幼児学級（月２回）延べ220人参加予定 地域活動
　　　放課後児童クラブ（日曜・祭日を除く毎日）日々10～15人参加予定 組織
　　　児童館活動（月１回）延べ240人参加予定 (県2/3）
　　　地域活動組織の育成（保護者組織「ほんぽちクラブ」会員数72世帯）
　　　・賃金 臨時職員 臨時職員１人1,716千円
　　　・ 〃　　パート職員 パート職員１人1,461千円
　　　・報償費　報償金 講師謝金30千円
　　　・旅費 普通旅費 研修会（鳥取市）2千円
　　　・需用費　消耗品費 児童館まつり用紙代等68千円
　　　・ 〃　　　燃料費 ガス代等30千円
　　　・ 〃　　　食糧費 放課後児童クラブ食材費等100千円
　　　・ 〃　　　光熱水費 電気料等50千円
　　　・ 〃　　　修繕料 遊具等20千円
　　　・ 〃　　　医薬材料費 医薬品5千円
　　　・役務費　通信運搬費 電話料等20千円
　　　・ 〃　　　手数料 浄化槽法定検査料等15千円
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所属：人権・同和教育課

国・県
支出金

地方債 その他

　　　・ 〃　　　火災保険料 本館（児童館分）11千円
　　　・ 〃　　　保険料 児童安全共済31千円
　　　・備品購入費　図書 幼児・児童用図書 10千円
　　　・負担金、補助及び交付金 負担金
　　　　　鳥取県児童館連絡協議会10千円
　　　　　中部地区児童館連絡協議会5千円
　　　・ 　　　　　　〃　　　　　　　 　補助金
　　　　　地域活動組織（ほんぽちクラブ）189千円（県2/3）

9.教育費 継続 進学奨励金給付事業 4,800 4,800 ○町内の同和地区に住所を有する人または同和地区出身者の子で、高等学校、高等専
5.社会教育費 　門学校、大学、大学院、専修学校に在学する人に対し、所得制限を設け、その範囲内の
8.人権・同和教 　人に奨学金を支給する。８、11、１月に支給及び学習会を開催する。
育費 　　【進学奨励金の種類（月額）及び対象者（全体）人数】

　　　高等学校奨励金（5,000円）対象者見込55人
　　　大学奨励金（8,500円）対象者見込19人
　　　専修学校奨励金（8,500円）対象者見込7人
　　　・負担金、補助及び交付金 交付金 進学奨励金4,800千円

継続 人権・同和教育推進 981 981 ○行政職員等推進的立場にある人が部落差別をはじめあらゆる差別の問題について正し
事業（事務局費） 　い理解と認識を深めることはとても重要なことである。そのため、推進的立場にある人を

　県内外の各種大会等へ派遣し人権意識の高揚を図るとともに、地域等への進出を図り、
　人権･同和教育の推進に努める。
　　【各種大会等名（開催場所・時期）及び参加予定人数】
　　　第34回部落解放・人権西日本夏期講座（山口市・７月）１人参加予定
　　　第34回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会（鳥取市・８月）延べ160人参加予定
　　　部落解放研究第43回全国集会（広島県福山市・10月）１人参加予定
　　　第6１回全国人権・同和教育研究大会（三重県四日市市・11月）２人参加予定
　　　第24回人権啓発研究集会（福岡県・２月）１人参加予定
　　　第４回差別事件を考えるシンポジウム（鳥取市・６月）15人参加予定
　　　・旅費 普通旅費 鳥取県庁4千円
　　　・旅費 特別旅費 各種大会参加旅費438千円
　　　・需用費　消耗品費 各種大会資料代等200千円
　　　・ 〃　　　燃料費 公用車ガソリン代52千円
　　　・役務費　通信運搬費 郵便料12千円
　　　・負担金、補助及び交付金 負担金
　　　　　鳥取県人権教育推進協議会31千円
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所属：人権・同和教育課

国・県
支出金

地方債 その他

　　　　　鳥取県人権文化センター244千円

継続 社会同和教育推進研 1,320 1,320 ○町同和教育推進協議会及び各地区同和教育推進研究協議会に対し、人権・同和教育
究事業 　の推進、研究委託を行い、町並びに各地区における人権･同和教育の推進に努める。

　　　・委託料　委託料
　　　　　琴浦町同和教育推進協議会620千円
　　　　　各地区同和教育推進研究協議会（９地区）700千円

継続 部落差別撤廃とあら 80 80 ○平成17年度に策定した『琴浦町あらゆる差別をなくする総合計画』、平成18年度に策定
ゆる差別をなくする啓 　した『琴浦町あらゆる差別をなくする実施計画』に基づく施策の総合的・計画的な推進
発 　のため、各年度の取り組み状況の点検等を行う。

　　　・報償費　報償金
　　　　　琴浦町あらゆる差別をなくする審議会委員（20人）80千円

継続 人権・同和教育推進 41 41 ○人権・同和教育の推進を図るため、広く住民を対象に人権に関する学習機会を提供す
事業（町単独） 　る。また、同和教育部落懇談会（小地域懇談会）の実施等、人権･同和教育を推進してい

　くためには、各部落同和教育推進員をはじめとする推進者の資質の向上が必要である。
　そのため研修会を開催し、部落差別をはじめあらゆる差別の問題について正しい理解と
　認識を深めるとともに、推進者の確保に努める。
　　【研修会名（開催時期）及び参加予定人数等】
　　　対象別人権・同和教育研修会（通年）３団体予定
　　　・報償費　報償金 講師謝金30千円
　　　・需用費　消耗品費 資料用紙代2千円
　　　・役務費　通信運搬費 郵便料9千円

継続 人権教育推進員設置 4,941 4,941 ○生活実態に現れる人権課題の解決のため、人権問題の学習機会の拡充、学習内容の
事業 　充実等人権・同和教育活動の一層の推進を図ることを目的に、人権教育推進員を２人

　設置する。
　　【各種大会等名（開催場所・時期）及び参加予定人数】
　　　部落解放研究第43回全国集会（福山市・10月）１人参加予定
　　　第61回全国人権・同和教育研究大会（四日市市・11月）１人参加予定
　　　・報酬 その他報酬 人権教育推進員２人4,520千円
　　　・報償費　報償金 人権教育推進員活動費２人312千円
　　　・旅費 特別旅費 大会参加旅費101千円
　　　・需用費　消耗品費 大会資料代8千円

平成２１年度事業計画の概要

款・項・目
新規
継続
の別

事業名
予算額

　　（千円）

　　　　　　　財源内訳　　　　（千円）

事業内容 摘要特定財源 一般
財源



所属：人権・同和教育課

国・県
支出金

地方債 その他

継続 人権・同和教育推進 582 480 102 ○人権・同和教育の推進を図るため、広く住民を対象に人権に関する学習機会を提供す 県1/1
事業（法務省委託） 　る。 （国1/1）

　　【大会・集会等名（開催時期）及び参加予定人数】 対象:講
　　　人権・同和教育講演会［各地区公民館等９ヵ所］（県部落解放月間中７～８月） 師謝金
　　　延べ450人参加予定 等（左
　　　差別をなくする町民集会（８月頃予定）400人参加予定 記参照）
　　　人権・同和教育推進大会（12月頃予定）400人参加予定
　　　推進者養成講座（9～1月頃予定）延べ500人参加予定
　　　・報償費　報償金 講師謝金465千円〔県1/1（国1/1）〕
　　　・ 〃　　　　〃　　　実践発表者謝礼15千円〔県1/1（国1/1）〕
　　　・ 〃　　　　〃　　　手話通訳者謝礼32千円
　　　・ 〃　　　　〃　　　講師謝金12千円
　　　・需用費　消耗品費 資料用紙代等15千円
　　　・ 〃　　　食糧費 講演用ミネラルウォーター代3千円
　　　・役務費　通信運搬費 郵便料40千円

新規 住民意識調査 241 241 ○今後の人権施策、同和対策、人権・同和教育を推進するにあたり、人権・同和教育に関
　する住民の意識を調査するとともに、その分析を行い、施策や教育・啓発に反映させる。
　　　・報償費　報償金 　調査分析委員（10人）60千円
　　　・旅費 普通旅費 　調査分析委員旅費 鳥取市（2人）12千円
　　　・需用費　消耗品費 資料用紙代等9千円
　　　・役務費　通信運搬費 調査資料郵便料・返信用切手代160千円

37,359 8,413 286 28,660

15-7

事業内容特定財源 一般
財源

摘要

合計

平成２１年度事業計画の概要

款・項・目
新規
継続
の別

事業名
予算額

　　（千円）

　　　　　　　財源内訳　　　　（千円）
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所属：人権・同和教育課

国・県
支出金

地方債 その他

１．資金貸付事業費 継続 住宅新築資金等貸付事業 912 665 247 ○住宅新築資金等貸付金の償還事務、滞納者からの徴収、その他住宅新築資金等貸付事 国・県補助

１．資金貸付事業費 ・報償費  報償金(償還対策委員会分)  ３６千円 ３／４

１．資金貸付事業費 ・旅費     普通旅費(鳥取市) ５千円 貸付金元

・需用費  消耗品費 １９０千円 利収入

               燃料費　１２０千円
               印刷製本費 ５０千円
　　　　　　修繕料 １０千円
・役務費  通信運搬費 ４１０千円

               手数料　７１千円
               自動車保険料 １２千円
・負担金、補助及び交付金 負担金(鳥取県連絡協議会) ８千円

２．長期債元金 継続 住宅新築資金等貸付事業 19,946 19,946 ○起債償還元金　１９，９４６千円 貸付金元

１．公債費 利収入

１．元金

２．長期債元金 継続 住宅新築資金等貸付事業 5,243 2,296 2,947 ○起債償還利子　５，２４３千円
１．公債費

２．利子

3．予備費 3,872 3,872 ○予備費 ３，８７２千円
1．予備費

1．予備費

26,101 2,961 23,140

摘要特定財源 一般
財源

合計

県補助59
～61年度
貸付元金
×0.013
貸付金元
利収入

平成２１年度事業計画の概要

款・項・目
新規
継続
の別

事業名
予算額

　　（千円）

　　　　　　　財源内訳　　　　（千円）

事業内容

住宅新築資金等貸付事業特別会計


